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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２０年４月分） 

２０２０年５月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●新型コロナウイルス、ＢＨ国内でも感染が拡

大（１～３０日） 

ＢＨ国内では新型コロナウイルスの感染が

拡大。４月３０日時点での国内の累計感染者

数は１、７３１人。１日から３０日までの１か月

間の増加数は１、３１４人。 

一方で，感染者数の増加が減速傾向に入

ったことを受け、２４日、ＢＨ連邦では夜間外

出禁止令などの感染拡大防止措置の一部が

緩和された。 

 

●ＢＨ中央選管、新型コロナウイルス問題を

受け統一地方選挙の延期を模索（９日） 

ＢＨ中央選挙管理委員会（ＣＥＣ）は、新型コ

ロナウイルス感染拡大が続く中では１０月統

一地方選挙の円滑な実施が困難であるとして、

現行法上の選挙公示日を５月７日に控える中、

ＢＨ議会に対し選挙公示の延期を可能とする

選挙法の修正案を提出。同修正案が成立す

れば、国内で非常事態宣言が発令されている

ことを条件に，ＣＥＣが選挙の公示延期を決定

可能になる。（注：ＢＨ議会は５月７日までに同

修正案を可決せず。これを受け、ＣＥＣは同日

に本年１０月統一地方選挙を公示した。） 

 

●ＩＭＦによる対ＢＨ緊急貸付資金、配分方法

をめぐり民族間対立に発展（１１日） 

１１日、イゼトベゴビッチＳＤＡ（ボシュニャク

系与党第一党）党首、ドディックＳＮＳＤ（セル

ビア系与党第一党）党首、チョービッチＨＤＺ

（クロアチア系与党）党首が当地米国大使等

の仲介の下会談し、国際通貨基金（ＩＭＦ）によ

る緊急貸付資金３．３億ユーロの配分率をＢＨ

連邦６２％：ＲＳ３８％とすることで合意。他方，

ＳＤＡとＨＤＺはＢＨ連邦内での配分方式をめ

ぐり依然として対立。４月末現在，閣僚評議会

は同資金の利用に関する決定を下せておら

ず，同資金は凍結されたままとなっている。 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳで特別非常事態宣言が発効（３，６日） 

ＲＳ政府は，同エンティティでの新型コロナ

ウイルス感染拡大を受けた措置として，先月２

８日にＲＳ国民議会で可決されたＲＳ特別非常

事態宣言を官報に掲載し発効。これを受け，６

日，ツビヤノビッチＲＳ大統領が同宣言に基づ

き，新型コロナウイルス問題でパニック・混乱

を誘発することを処罰対象とする内容のＲＳ大

統領令を発令した。 

 

●ドディック大統領評議会メンバー，ブチッチ・

セルビア大統領と会談（１５日） 

ドディック大統領評議会セルビア系メンバー

がセルビアを訪問し，同国のブチッチ大統領と

会談。ドディック・メンバーはセルビアによる対

ＲＳ新型コロナウイルス対策支援への謝意を

述べるとともに，ＲＳとセルビアの緊密な関係

を強調。これに対しブチッチ大統領は，引き続

き新型コロナウイルス対策でＲＳを支援してい

く方針を述べた。 

 

●ヤセノバツ強制収容所解放７５周年式典の

開催（２６日） 

ＢＨ北部のグラディニャ・ドーニャ（ＲＳ）にお

いて，第２次世界大戦中にナチス傀儡政権の

「旧クロアチア独立国」が設置したヤセノバツ

強制収容所の解放７５周年を記念する式典が

開催され，ドディック大統領評議会メンバーお

よびツビヤノビッチＲＳ大統領のほか，米露を
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含む各国の大使が出席。なお，新型コロナウ

イルス感染拡大を受け，例年出席しているブ

チッチ・セルビア大統領はＲＳにおける本年式

典への出席を見送り，セルビアで開催された

独自の式典に出席した。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●ドディック大統領評議会メンバー，ＯＨＲ批

判をエスカレート（２１日） 

ドディック大統領評議会メンバーが上級代

表事務所（ＯＨＲ）批判をエスカレート。同メン

バーはＯＨＲがセルビア系の権利を不当に奪

い取る植民地支配者であると強く批判。この

発言に対して，ＯＨＲ内の一部からはＯＨＲに

対する脅威のレベルが上がっているとして，Ｂ

Ｈ治安省に対して護衛の強化を要請する動き。

ラドンチッチＢＨ治安相は，調査を実施のうえ

必要に応じ護衛を強化する意向を述べた。 

 

●ラドンチッチ治安相，ＢＨに滞留する移民・

難民の強制送還の可能性を示唆（２２日） 

ラドンチッチＢＨ治安相が，ＢＨ連邦公共放

送のインタビューに対して，多数の不法入国

移民・難民がＢＨ内に滞留している現状に不

満を述べ，今後約１万人を本国へ強制送還す

る可能性に言及。また同大臣は，不法入国移

民の身分確認への協力を拒んでいるとしてラ

オ当地パキスタン大使を批判。これに対しラオ

大使は，ラドンチッチ大臣の発言を否定すると

ともに，同問題につきパキスタン側がＢＨと協

力している旨強調した。 

 

●大統領評議会，ＥＵ加盟に向けた１４課題

に関する政治作業部会を設置（２８日） 

ＢＨ大統領評議会が，ＢＨのＥＵ加盟候補

国の地位獲得に向けＥＵが提示した１４課題

に関する政治作業部会を設置。同部会は大

統領評議会３メンバー，閣僚評議会（注：中央

政府に相当）の議長および２副議長，ＢＨ議会

上下両院の２議長および４副議長の計１２名

で構成される。 

 

（２）二国間関係 

●ＢＨ・トルコ電話首脳会談（５、８日） 

ジャフェロビッチＢＨ大統領評議会議長（元

首、ボシュニャク系）がエルドアン・トルコ大統

領と電話会談。ジャフェロビッチ議長がトルコ

による対ＢＨ新型コロナウイルス対策支援へ

の謝意を述べたのに対し、エルドアン大統領

は引き続き対ＢＨ支援を行っていく意向を発言。

また，８日には、エルドアン大統領がジャフェ

ロビッチ議長に対し、トルコとＢＨの連帯を示

す旨の書簡を送付した。 

 

●ＢＨ、核廃棄物処理問題をめぐりクロアチア

との国際仲裁裁判も辞さない意向（７日） 

コシャラツＢＨ対外貿易・経済関係相が、チ

ョリッチ・クロアチア環境・エネルギー大臣との

電話会談において、クロアチア政府が両国国

境付近で計画する核廃棄物処理場の建設を

継続する場合、同問題を国際仲裁裁判へ持ち

込むことも辞さない旨を発言。クロアチア政府

は２０１５年に同計画を決定したが、ＢＨ側へ

の環境汚染の懸念が大きいとして、ＢＨ大統

領評議会は昨年３月にクロアチア政府に対し

同計画の中止を要請している。 

 

●習近平中国国家主席、ＢＨに対し書簡を送

付（８日） 

習近平中国国家主席がジャフェロビッチ大
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統領評議会議長に対して書簡を送付。この中

で習主席は、中国の新型コロナウイルス対応

へのＢＨの理解に謝意を示した。また、感染拡

大が続くＢＨに対する中国の支援の意義を述

べるとともに、同問題をめぐる中・ＢＨ間の連

帯を強調した。 

 

●ＢＨ・クロアチア電話首脳会談（２１日） 

ジャフェロビッチ大統領評議会議長がプレン

コビッチ・クロアチア首相と電話会談。両首脳

は新型コロナウイルス対策での二国間協力の

方針を確認したほか，５月６日に予定されてい

るＥＵ・西バルカン諸国首脳会合につき協議。

ジャフェロビッチ議長が早期のＢＨのＥＵ加盟

候補国の地位獲得への期待を述べたのに対

し，プレンコビッチ首相はＢＨのＥＵ加盟プロセ

スに対するクロアチアの全面的な支援を約束

した。 

 

３．経済 

（１）経済指標（ＢＨ統計庁） 

●ＧＤＰ成長率 

２０１９年第４四半期（１０～１２月）のＧＤＰ

成長率は，前年同期比で１．６％のプラス成長。  

 

●産業生産指数 

２０２０年３月の産業生産指数は，季節調整

後の数値で前月比６％のマイナス，前年同月

比では９．９％のマイナス。 

 

●貿易収支 

２０２０年第１四半期（１～３月）の輸出額は，

前年同期（２０１９年１～３月）比で５．２％マイ

ナスの２６億２，８００万ＫＭ（約１３億４，３６７

万ユーロ），輸入額は前年同期比で７．２％マ

イナスの４２億８，４００万ＫＭ（２１億９，０３７

万ユーロ）。輸出額から輸入額を引いた貿易

収支は１６億５，６００万ＫＭ（８億４，６６９万ユ

ーロ）の赤字。輸出・輸入額の上位５か国は以

下の通り。 

 

ＢＨからの輸出 ＢＨへの輸入 

① ドイツ ① ドイツ 

② クロアチア ② イタリア 

③ セルビア ③ セルビア 

④ スロベニア ④ クロアチア 

⑤ イタリア ⑤ 中国 

 

●雇用／失業率 

２０２０年３月の失業登録者数は３９万８，５

０４人。２０１８年の同月を基準値（１００）とす

る前年同月（２０１９年３月）比で５．３％，実数

にして２万４，９１５人の減少で改善傾向。 

 

●平均給与 

２０２０年３月の平均給与（手取り）は９５０Ｋ

Ｍ（約４８５．７ユーロ）で，前年同月比で４．

８％のプラス。 

 

●消費者物価指数 

２０２０年３月の消費者物価指数は前月比

で０．１％のマイナス。 

 

●観光客数 

２０２０年第１四半期（１～３月）にＢＨを訪れ

た観光客数は１７万６，９１９人で，前年同期

比で２５．４％のマイナス。 

 

（２）経済協力（新型コロナウイルス対策支援

を含む） 

●ＥＵ、ＢＨに新型コロナウイルス対策で追加

支援（１日） 
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ＥＵは、当地ＵＮＤＰを通じ、スルプスカ共和

国保健所およびサラエボ県立病院などに対し

て新型コロナウイルスの検査キット２，５００個

を提供。なお，ＥＵは，新型コロナウイルス対

策支援として，ＢＨに対する８，１００万ユーロ

規模の資金援助の実施を３月に決定済みで

あるほか，今月１６日には２億５，０００万ユー

ロ規模の追加的な資金貸付の実施準備を発

表している。 

 

●ロシア、ＲＳに新型コロナウイルス対策支援

（９日） 

ロシアの対ＲＳ新型コロナウイルス対策支

援物資がバニャ・ルカ空港に到着。また，同物

資とともに到着したロシア軍の特殊部隊が、

バニャ・ルカ大学病院などの消毒作業を実施

した。 

 

●クロアチア，ＢＨに新型コロナウイルス対策

支援（１０日） 

クロアチアが５８０万ユーロ規模の対ＢＨ新

型コロナウイルス対策資金援助の実施方針を

決定。同資金は医薬品及び医療機器の購入

などに充てられる見通し。プレンコビッチ・クロ

アチア首相は，同支援が特にＢＨに住むクロ

アチア系住民に対する効果的支援になるとの

見方を示した。 

 

●中国，ＢＨに新型コロナウイルス対策支援

（１０，１５日） 

中国の対ＢＨ新型コロナウイルス対策支援

物資がサラエボ国際空港に到着。同支援は、

今月３日にグデリェビッチＢＨ民生相と季中国

大使の間で結ばれた、両国の保健および医

療分野における協力に関する覚書に基づき実

施されたもの。支援物資の内訳は、人工呼吸

器および医療用防護服，医療用マスクなど。 

 

●ハンガリー，ＢＨに新型コロナウイルス対策

支援（１６日） 

ハンガリーが，新型コロナウイルス対策支

援としてＢＨに医療用マスク２０万個および医

療用防護服１万着を供与。また，同支援物資

を運ぶ空輸機に同乗してＲＳを訪問したシー

ヤールトー・ハンガリー外相は，到着後，ドディ

ック大統領評議会メンバーおよびツビヤノビッ

チＲＳ大統領と会談。この中でドディック・メン

バーは，ハンガリーによる対ＢＨ支援への謝

意を述べた。 

 

●世銀，新型コロナウイルス対策でＢＨに追

加資金援助（２４日） 

世界銀行は，新型コロナウイルス対策支援

としてＢＨに対する６，６００万ＫＭ（約３，３７４

万ユーロ）の追加資金援助の実施方針を決定。

なお世銀は，主に発展途上国を対象とした新

型コロナウイルス対策支援として，ＢＨに対し

２，０００万ドルの資金援助を３月に実施済み

である。 

 

（３）民間セクター 

●ＢＨの本年ＧＤＰ成長率，マイナス５％の見

通し（１４日） 

国際通貨基金（ＩＭＦ）は，新型コロナウイル

ス問題による経済減速などを受け，ＢＨの２０

２０年ＧＤＰ成長率がマイナス５％になるとの

予測値を発表。一方でＩＭＦは，２１年にはＢＨ

経済が再びプラス成長へと転じ，同年の成長

率がプラス３．５％になるとの予測値も併せて

発表した。 


